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経過と訴え－私たちは秋葉さんの不起訴を求めます 

千葉日報 産経 

朝日 

読売 

2016 年３月、秋葉幸一さんは千葉県立高校教員を退職して丁度一年が経とうとしていました。前年

の９月に強行採決された「安全保障関連法」に、憲法が壊され、日本の平和が脅かされる危機感を覚え、

当時自宅のパソコン内に残っていた卒業生のデータから、自分が直接かかわっていた 335 人の教え子宛

てに、安保関連法廃止の署名への協力を依頼しました。 
秋葉さんは卒業生に宛てた署名依頼文の末尾に「18 歳選挙権に伴い国政選挙に行かれることを期待し

ます。・・・夢を信じて、自分のために大切な一票を投じて下さい。あなたの幸せはあなた自身の力で

勝ち取ることを念じています」と記しています。自分自身のために政治に関心を持って欲しいという秋

葉さんの、教え子へ向けた思いのこもった一文です。 
これに対して、秋葉さんは昨年の５月 20 日付で千葉県教育委員会から処分(勧告)を受けています。 

又、個人情報の目的外使用についてはそのことを認め、パソコンのデータはすべて削除しました。 
しかし、その１年後 2017 年５月に、千葉県教育委員会は秋葉さんの行為が県個人情報保護条例の罰

則規定(63 条)に相当するとして刑事告発しました。（上段の各新聞報道）そして６月 29 日の早朝、成田

警察署の警察官５人が家宅捜査に入り、パソコン１台と関連ファイル１冊を押収していったのです。そ

の後、計４回にわたる取り調べを受け、検察庁に書類送検されました。 
秋葉さんの行為は、教え子一人ひとりに対して安全保障関連法の廃止署名をお願いしたものにすぎま

せんから、個人情報保護条例違反の意図する「自己や第三者の不正な利益を図る目的」では全くありま

せん。又、パソコンにあった生徒情報は、退職までの４年間、成田北高校の生徒情報を管理するシステ

ムの構築を担当し、退職後も高校からのシステムヘの問い合わせに対応する必要があった為そのまま所

持していたものです。新聞が報じるように反対署名のために意図的に持ち出したものではありません。 


